
教育委員会室

第１ 議案第４０号

第２ 議案第４１号

第３ 議案第４２号

第４ 議案第４３号

第５ 議案第４４号

第６ 議案第４５号

第１

墨田区立学校施設使用条例施行規則の一部改正について

公益財団法人東京都学校給食会での墨田区教育委員会教育長
の事務従事に係る許可について

第７期東京都いじめ問題対策委員会での墨田区教育委員会教
育長の事務従事に係る許可について

報告事項

令和８年度東京都教員育成協議会での墨田区教育委員会教育
長の事務従事に係る許可について

令和９年度特別支援学級用教科用図書採択について

教 育 委 員 会 日 程

教育委員会関係議案の作成に伴う意見聴取について

令和8年8月20日(木) 午前１０時００分から

２　場　所

３　日　程

議決事項

１　日　時

教育課題の進捗状況について（資料１）
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議案第４１号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　　　墨田区立学校施設使用条例施行規則の一部改正について

　別紙のとおり改正する。

令 和 8 年 8 月 20 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　墨田区立学校施設使用条例の一部改正及び学校施設開放予約システムの導入に伴
い、学校施設の貸出しに係る使用時間の区分を改めるほか、学校施設の使用に係る手
続等について改める必要がある。
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墨田区立学校施設使用条例施行規則の一部改正について 

１ 理由 

  墨田区立学校施設使用条例の一部改正及び学校施設開放予約システムの導入に

伴い、学校施設の貸出しに係る使用時間の区分を改めるほか、学校施設の使用に

係る手続等について改める必要がある。 

 

２ 改正の概要 

 ⑴ 手続に係る規定の改正 

   学校施設開放予約システムの導入に伴い、各種申請手続に係る規定を、アナ

ログとデジタルのいずれの方法にも対応することができるよう、手法を特定し

ない包括的な表現に改める。 

 ⑵ 申請期間等の変更 

区 分 現   行 改 正 後 

使用申請 

団体 

使用しようとする日の属する月

の２か月前の１日から使用しよ

うとする日の前日まで 使用しようとする日の属する月

の２か月前の１１日から使用し

ようとする日の８日前まで 
個人 

使用しようとする日の属する月

の１か月前の１日から使用しよ

うとする日の前日まで 
区民外 

使用しようとする日の属する月

の１か月前の１日から使用しよ

うとする日の８日前まで 

使用料の返還

申請（全額返還） 
使用日まで 使用日の７日前まで 

 

 ⑶ 権限の整理 

   教育委員会と教育長の権限について、事案の内容に応じて整理するとともに、

使用の承認に際して得ることとしている副校長の同意を、社会教育法の規定にあ

わせて校長への意見聴取とする。 

 ⑷ 使用料の支払方法の明確化 

   学校施設開放予約システムの導入により、使用料の支払方法について、クレジ

ットカード決済、コンビニ決済等が加わることに伴い、例示として規定する。 

 ⑸ 使用承認の変更の手続を廃止する。 

 ⑹ 学校施設の貸出しに係る使用時間の区分を改める。 

 ⑺ 上記⑴の改正に伴い、各種様式を廃止する。 

 

３ 改正文（新旧対照表） 

  別紙のとおり 
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４ 施行期日等 

  令和９年２月１日。ただし、学校の施設の使用に係る必要な手続等は、施行日

前においても行うことができることとする。 
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墨田区立学校施設使用条例施行規則の一部を改正する規則 

墨田区立学校施設使用条例施行規則（平成１３年墨田区教育委員会規則第２３号）

の一部を次の表のように改正する。 

 （下線部分は改正部分）  
改  正  後 改  正  前 

（登録） 

第２条 学校の施設（付則を除き、以下「施

設」という。）を使用しようとする者は、

あらかじめその者に関する情報の登録に

ついて、墨田区教育委員会（以下「教育委

員会」という。）に申請し、その承認を受

けなければならない。 

 

 

 

 

 

２ 前項の登録について必要な事項は、墨田

区教育委員会教育長（以下「教育長」とい

う。）が別に定める。 

 （使用の申請） 

第４条 第２条第１項の規定による承認を

受けた前条第１号及び第２号の者が、施設

を使用しようとするときは、使用しようと

する日の属する月の２か月前の１１日か

ら、前条第３号の者が、施設を使用しよう

とするときは、使用しようとする日の属す

る月の１か月前の１日から使用しようと

する日の８日前（以下この条において「申

請期間」という。）までに、施設の使用申

請をしなければならない。ただし、申請期

間については、教育長が特別の理由がある

と認める場合は、この限りでない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔同左〕 

第２条 学校の施設（付則を除き、以下「施

設」という。）を使用しようとする者は、

あらかじめ墨田区立学校施設利用登録申

請書兼変更届（第１号様式）により、墨田

区教育委員会（以下「教育委員会」という。）

に申請し、その承認を受けなければならな

い。 

２ 教育委員会は、前項の申請により、登録

を承認するときは、墨田区立学校施設利用

団体登録証（第２号様式）を交付するもの

とする。 

３ 第１項の登録について必要な事項は、教

育長が別に定める。 

 

 〔同左〕 

第４条 第２条第２項により登録証の交付

を受けた前条第１号の者が、施設を使用し

ようとするときは、使用しようとする日の

属する月の２か月前の１日から、前条第１

号以外のものが、施設を使用しようとする

ときは、使用しようとする日の属する月の

１か月前の１日から使用しようとする日

の前日（以下「申請期間」という。）まで

に学校施設使用申請書兼使用料減免申請

書（第３号様式）を教育委員会に提出しな

ければならない。 

２ 前項に定める申請期間は、当該申請期間 

から次の各号に定める日を除くものとす

る。ただし、教育委員会が特に必要がある

と認めるときは、これを変更することがで

きる。 

⑴ 学校教育法施行規則（昭和２２年文部

省令第１１号）第６１条第１号から第３

号までに定める日 

⑵ 墨田区立小中学校の管理運営に関す
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 （使用の承認） 

第５条 〔略〕 

２ 教育委員会は、使用の承認に際し、当該

学校の校長の意見を聴かなければならな

い。 

 

３ 教育委員会は、使用の承認をしたとき

は、使用料の納付後、当該承認の旨を通知

する。 

 （使用料） 

第６条 〔略〕 

２ 前条の規定により施設の使用の承認を

受けた者（以下「使用者」という。）は、

当該使用料の額を次の各号に掲げる方法

により、教育長が別に定める期限までに納

付しなければならない。 

 ⑴ 納入通知書 

 ⑵ クレジットカード等を利用してイン

ターネット上で行う決済その他教育長

が別に定める方法 

 （使用料の減免） 

第７条 〔略〕 

２ 前項に定めるもののほか、教育委員会が

特に必要があると認めるときは、使用料を

減額し、又は免除することができる。 

３ 条例第４条第２項の規定により使用料

の減額又は免除を受けようとする者は、第

４条の規定による申請と併せて、その理由

を付して申請しなければならない。 

 （使用料の返還） 

第８条 条例第５条ただし書の規定により

使用料を返還することができる場合及び

その額は、次のとおりとする。 

る規則（昭和５３年墨田区教育委員会規

則第６号）第３条第１項第２号に定める

開校記念日及び都民の日条例（昭和２７

年東京都条例第７５号）の規定する日 

⑶ １月１日から同月３日まで及び１２

月２９日から同月３１日まで（以下「年

末年始」という。） 

 ⑷ その他教育委員会が定める日 

 〔同左〕 

第５条 〔略〕 

２ 教育委員会は、使用の承認に際し、学校

施設使用同意書（第４号様式）により当該

学校の副校長の同意を得なければならな

い。 

３ 教育委員会は、使用の承認をしたとき

は、学校施設使用承認書（第５号様式）を

交付する。 

 〔同左〕 

第６条 〔略〕 

２ 前条の規定により施設の使用の承認を

受けた者（以下「使用者」という。）は、

当該使用料の額を次の各号に掲げる方法

により、教育委員会が定める期限までに納

付しなければならない。 

⑴ 納入通知書（第６号様式）による。 

 ⑵ その他教育委員会が別に定める方法

による。 

 

 〔同左〕 

第７条 〔略〕 

２ 前項に定めるもののほか、教育委員会が

特に必要と認めるときは、使用料を減額

し、又は免除することができる。 

  〔新設〕 

 

 

 

 〔同左〕 

第８条 〔同左〕 
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 ⑴ 〔略〕 

 ⑵ 使用日の７日前までに使用の承認の

取消しを申し出て、教育委員会が相当の

理由があると認めるとき。 全額 

 

 

 

 

 ⑶ 前２号に掲げるもののほか、教育委員

会が特に必要があると認めるとき。 教

育委員会が相当であると認める額 

２ 使用料の返還を受けようとする者は、教

育長が別に定める方法により申請しなけ

ればならない。 

 

３ 前項の規定により申請を行う者が第６

条第２項第２号に掲げる方法で使用料を

納付した場合にあっては、当該方法により

使用料を返還する。ただし、やむを得ない

事由により当該方法による使用料の返還

を行えない場合は、教育長が別に定める方

法により返還を行うことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （使用させない日） 

第１１条 施設を使用させない日は、１月１

日から同月３日及び１２月２９日から同

月３１日までとする。ただし、教育委員会

が特に必要があると認めるときは、これを

変更し、又は臨時的に使用させない日を定

めることができる。 

 （特別の設備等） 

第１２条 条例第７条の規定により施設に

特別の設備をし、若しくは変更を加え、又

は付帯設備以外のものを使用しようとす

⑴ 〔略〕 

 ⑵ 使用日までに使用の取消しを申し出

て、教育委員会が相当の理由があると認

めるとき。 全額 

 ⑶ 使用日までに使用の変更を申し出て、 

教育委員会が相当の理由があると認め

るとき。 変更前の使用料の額から変

更後の使用料の額を差し引いた額 

 ⑷ 前３号に掲げるもののほか、教育委員

会が特に必要と認めるとき。 全額 

 

２ 使用料の返還を受けようとする者は、学

校施設使用料返還申請書（第７号様式）そ

の他必要な書類を教育委員会に提出しな

ければならない。 

  〔新設〕 

 

 

 

 

 

 

３ 教育委員会は、使用料の返還が適当であ

ると認めるときは、学校施設使用料返還通

知書（第８号様式）を交付し、使用料を返

還する。 

４ 前項の規定により使用料を返還したと

きは、教育委員会は当該学校の副校長に学

校施設使用料返還報告書（第９号様式）を

提出する。 

 〔同左〕 

第１１条 施設を使用させない日は、年末年

始とする。ただし、教育委員会が特に必要

があると認めるときは、これを変更し、又

は臨時的に使用させない日を定めること

ができる。 

 

 〔同左〕 

第１２条 条例第７条の規定により施設に

特別の設備をし、若しくは変更を加え、又

は付帯設備以外のものを使用しようとす
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る者は、第４条の規定による申請に際し、

仕様書又は図面を教育委員会に提出しな

ければならない。 

 （使用の取消し） 

第１３条 使用者が使用の承認の取消しを

受けようとするときは、教育委員会に申請

しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   付 則 

１～３ 〔略〕 

 

 

 

 

 

４ 第３項に規定する施設の使用を承認す

る場合においては、第５条第２項の規定は

適用しない。 
 

別表 〔別紙１のとおり〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る者は、使用申請書にその旨を記載し、仕

様書又は図面を添付して教育委員会に提

出しなければならない。 

 （使用の変更又は取消し） 

第１３条 使用者が使用の変更又は取消し

を受けようとするときは、学校施設使用変

更・取消申請書（第１０号様式）を教育委

員会に提出しなければならない 

２ 教育委員会は、使用の変更又は取消しの

承認に際し、学校施設使用変更・取消同意

書（第１１号様式）により当該学校の副校

長の同意を得なければならない。 

３ 教育委員会は、使用の変更又は取消しの

承認をしたときは、学校施設使用変更・取

消通知書（第１２号様式）を交付する。 

４ 条例第８条の規定による使用承認の取

消しは、学校施設使用変更・取消通知書を

交付して行うものとする。 

   〔同左〕 

１～３ 〔略〕 

４ 区又は区の機関が主催又は共催で前項

の施設を使用する場合その他教育委員会

が特別の理由があると認める場合におけ

る申請期間については、第２条の規定は適

用しない。 

５ 第３項に規定する施設の使用を承認す

る場合においては、第３条第２項の規定は

適用しない。 
 

別表 〔別紙１のとおり〕 

第１号様式 〔別紙２のとおり〕 

第２号様式 〔別紙３のとおり〕 

第３号様式 〔別紙４のとおり〕 

第４号様式 〔別紙５のとおり〕 

第５号様式 〔別紙６のとおり〕 

第６号様式 〔別紙７のとおり〕 

第７号様式 〔別紙８のとおり〕 

第８号様式 〔別紙９のとおり〕 

第９号様式 〔別紙１０のとおり〕 

第１０号様式 〔別紙１１のとおり〕 

第１１号様式 〔別紙１２のとおり〕 

第１２号様式 〔別紙１３のとおり〕   
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付 則 

１ この規則は、令和９年２月１日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日

から施行する。 

２ この規則の施行日以後の学校の施設の使用に係る必要な手続、使用料の徴収その

他の準備行為は、同日前においても、この規則による改正後の墨田区立学校施設使

用条例施行規則の規定の例により行うことができる。 
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【別紙１】 

改    正    後 改    正    前 
  
別表 

区  分 

使用料（１時間につき） 

昼  間 夜  間 

午前９時から午後６時ま

で 

午後６時から午後９時ま

で 

屋内運動場 
区民 ３３０円 ５２０円

少年団体 ５０円 ５０円

教室（１教室に

つき） 

区民 ８０円 １７０円

少年団体 ０円 ０円

校庭 
区民 ２００円 ３４０円

少年団体 ５０円 ５０円

集会

施設 

大 
区民 １，０２０円 １，１６０円

少年団体 ０円 ０円

小 
区民 ２００円 ２３０円

少年団体 ０円 ０円

柔道場 
区民 ４４０円 ５６０円

少年団体 ５０円 ５０円

剣道場 
区民 ４４０円 ５６０円

少年団体 ５０円 ５０円

 備考 

 １～３ 〔略〕 

 ４ 教育委員会が特に必要と認めた施設については、午後９時か

ら午後１０時までを使用承認時間とすることができる。この場

合の使用料の額は、「夜間」の使用料の額とする。 

 ５ 〔略〕 

別表 

区  分 

使用料 

午前 午後１ 午後２ 午後３ 午後４ 夜間１ 夜間２ 

午前９時か

ら正午まで 

正午から午

後３時まで 

午後３時か

ら午後６時

まで 

午後４時か

ら午後６時

まで 

午後５時か

ら午後７時

まで 

午後６時か

ら午後９時

まで 

午後７時か

ら午後９時

まで 

屋内運動場 
区民 ９９０円 ９９０円 ９９０円 ６６０円 ８５０円１，５６０円１，０４０円 

少年団体 １５０円 １５０円 １５０円 １００円 １００円 １５０円 １００円 

教室（１教室

につき） 

区民 ２４０円 ２４０円 ２４０円 １６０円 ２５０円 ５１０円 ３４０円 

少年団体 ０円 ０円 ０円 ０円 ０円 ０円 ０円 

校庭 
区民 ６００円 ６００円 ６００円 ４００円 ５４０円１，０２０円 ６８０円 

少年団体 １５０円 １５０円 １５０円 １００円 １００円 １５０円 １００円 

集会

施設 

大 
区民 ３，０６０円３，０６０円３，０６０円２，０４０円２，１８０円３，４８０円２，３２０円 

少年団体 ０円 ０円 ０円 ０円 ０円 ０円 ０円 

小 
区民 ６００円 ６００円 ６００円 ４００円 ４３０円 ６９０円 ４６０円 

少年団体 ０円 ０円 ０円 ０円 ０円 ０円 ０円 

柔道場 
区民 １，３２０円１，３２０円１，３２０円 ８８０円１，０００円１，６８０円１，１２０円 

少年団体 １５０円 １５０円 １５０円 １００円 １００円 １５０円 １００円 

剣道場 
区民 １，３２０円１，３２０円１，３２０円 ８８０円１，０００円１，６８０円１，１２０円 

少年団体 １５０円 １５０円 １５０円 １００円 １００円 １５０円 １００円 

 備考 

 １～３ 〔略〕 

 ４ 教育委員会が特に必要と認めた施設については、午後９時から午後

１０時までを使用承認時間とすることができる。この場合の使用料の

額は、「夜間２」の使用料の額とする。 

 ５ 〔略〕 
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【別紙２】 
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【別紙３】 

第２号様式 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

第２号様式（裏面） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墨田区学校施設利用登録証 
 

登録番号  

区分  

団体名又は氏名  

代表者氏名  

 

上記は墨田区立学校施設使用条例施行規則に定める登録を行って

いることを証する。          （有効期間 登録日から 2 年間） 

  

年  月  日    墨田区教育委員会   印 

 

縦 ５５ミリメートル 

横 ８６ミリメートル 

注 意 事 項 

 

１ 墨田区立学校施設利用登録証は、墨田区立学校の施設や設備を利用申請 

する場合に必要です。 

２ この墨田区立学校施設利用登録証を第三者に譲渡、貸与等することはでき 

ません。 

３ 墨田区立学校施設利用登録証の記載内容に変更が生じた場合は速やかに 

届け出てください。 

４ 墨田区立学校施設利用登録証を紛失し、又は盗難にあった場合は、速やか 

に届け出てください。 

５ この墨田区立学校施設利用登録証の有効期限は登録日から 2 年間です。 

 

墨田区教育委員会事務局 

〒130-8640 墨田区吾妻橋一丁目 23 番 20 号 

電話 03-5608-6497 
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【別紙４】 

第３号様式 
 

学校施設使用申請書 
兼使用料減免申請書 

 
 墨田区教育委員会 宛 

 
備考 
 太線の枠内を記入してください。□は該当するものにレをつけてください。 
 1 枚の申請書で申し込みができるのは 1 か月分のみです。記入欄が不足する場合には、新しい申請書 
を使用してください。 
 学校施設利用登録団体や社会教育関係団体が申請する場合は、必ず登録証を提示してください。 
 

申請年月日       年    月    日 
団 体 名              登録番号 □登録証確認 

申 請 者 
住所  

氏名   連絡先(電話)  

使用学校名 墨田区立            学校 

使 用 施 設 
□ 校 庭   □ 体育館（屋内運動場） □ 柔・剣道場 □ 普通教室 
□ 図書館   □ 音楽室   □ 会議室   □ 寺島中学校１階集会所 
□ 寺島中学校２階小集会所（会議室） □ その他（       ） 

使 用 目 的   
使 用 料 の 
減 免 理 由 

□ 区又は区の機関  □ 官公署 □ ＰＴＡ、町会、青少年育成委員会等 
□ 社会教育関係団体  □ その他（            ） 

使 用 日 使用人数 使用時間 時間区分 ※ 使用料 確認欄 

 月 日(  ) 人    :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２         円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

※時間区分    計     円  

午前 午後１ 午後２ 午後３ 午後４ 夜間１ 夜間２ 受 
 
付 

 副 
校
長 

 

9:00～ 
12:00 

12:00～ 
15:00 

15:00～ 
18:00 

16:00～ 
18:00 

17:00~ 
19:00 

18:00～ 
21:00 

19:00~ 
21:00 

（Ａ４）
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【別紙５】 

第４号様式 
 

 
学校施設使用同意書 

 
 墨田区教育委員会 宛 
 

申請年月日       年    月    日 
団 体 名              登録番号 □登録証確認 

申 請 者 
住所  

氏名   連絡先(電話)  

使用学校名 墨田区立            学校 

使 用 施 設 
□ 校 庭   □ 体育館（屋内運動場） □ 柔・剣道場 □ 普通教室 
□ 図書館   □ 音楽室   □ 会議室   □ 寺島中学校１階集会所 
□ 寺島中学校２階小集会所（会議室） □ その他（       ） 

使 用 目 的   
使 用 料 の 
減 免 理 由 

□ 区又は区の機関  □ 官公署 □ ＰＴＡ、町会、青少年育成委員会等 
□ 社会教育関係団体  □ その他（            ） 

使 用 日 使用人数 使用時間 時間区分 使用料 確認欄 

 月 日(  ) 人    :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２         円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

   計     円  
 
 上記の使用について、異議ありません。 
 
 

副校長       

（Ａ４）
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【別紙６】 

第５号様式 
 
 

学校施設使用承認書 
 
 墨田区教育委員会 宛 

 
 

申請年月日       年    月    日 
団 体 名              登録番号 □登録証確認 

申 請 者 
住所  

氏名   連絡先(電話)  

使用学校名 墨田区立            学校 

使 用 施 設 
□ 校 庭   □ 体育館（屋内運動場） □ 柔・剣道場 □ 普通教室 
□ 図書館   □ 音楽室   □ 会議室   □ 寺島中学校１階集会所 
□ 寺島中学校２階小集会所（会議室） □ その他（       ） 

使 用 目 的   
使 用 料 の 
減 免 理 由 

□ 区又は区の機関  □ 官公署 □ ＰＴＡ、町会、青少年育成委員会等 
□ 社会教育関係団体  □ その他（            ） 

使 用 日 使用人数 使用時間 時間区分 使用料 確認欄 

 月 日(  ) 人    :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２         円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

 月 日(  ) 人 :00~   :00 □午前 □午後１ □午後２ □午後３   □午後４ □夜間１ □夜間２          円  

   計     円  
 
上記のとおり承認します。 
 
    年   月   日      

墨田区教育委員会 印 

使用上の 
注意 

（Ａ４）
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【別紙７】 
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【別紙８】 

 

 （Ａ４）
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【別紙９】 

                                （Ａ４） 
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【別紙１０】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                （Ａ４）  
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【別紙１１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ａ４） 
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【別紙１２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ａ４）  
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【別紙１３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ａ４） 
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学校施設開放予約システムの導入（概要） 

 

１ 目的 

学校施設の使用に係る予約管理方法については、従来の紙の申請書によるアナログ管理から、

「学校施設開放予約システム」による運用方法へ変更することで、利用者の利便性の向上や教職

員の負担軽減を図る。 

 

２ 施設使用までの流れ（現行） 

 

 

 

① 区役所に直接来庁して利用登録申請及び登録証の受取り（原則２回来庁） 
② 事前に各学校に電話で空き状況を確認し、直接来校して申請書を提出（旧学校は庶務課） 
③ 事前に利用券（セブンチケット）を購入 
④ 使用当日に現地で利用券を提出し、施設使用 
 

３ 施設使用までの流れ（システム導入後） 

 

 

 

① ウェブサイト上で電子による利用登録申請 
② ウェブサイト上で空き状況を確認し、電子で使用申請 
③ 使用料のオンライン決済 
④ 使用当日に現地で使用承認画面を提示し、施設使用 
 
４ システム導入におけるメリット 

（１）予約手続の簡素化・見える化 

利用者登録、使用申請、支払が全てオンラインで可能になる。 

（２）使用区分の変更 

これまでの「区分貸し」から「時間貸し」に変更することで、使用状況に即した料金の支

払が可能になる。 

（３）抽選機能の導入 

学校などの定期使用者以外の者について、抽選機能を用いることにより、新規団体も使用

しやすくなる。 

（４）使用料の支払 

オンライン決済によりスムーズに支払手続ができる。 

 

５ システム導入スケジュール 

令和８年 ９月１５日～ システムでの利用者登録開始 

１２月１日～  システムでの申請・承認の開始（令和９年２月使用分） 

令和９年 ２月１日～  システムで承認した施設の使用開始 

 

①利用登録申請 
②空き状況の確認 

・使用申請 ③学校施設利用券の購入 ④施設の使用 

①利用者登録申請 
②空き状況の確認 

・使用申請 
③使用料の支払 

（オンライン決済） ④施設の使用 
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議案第４２号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　　　第７期東京都いじめ問題対策委員会での墨田区教育委員会教育長の

　　　事務従事に係る許可について

　別紙のとおり許可する。

令 和 8 年 8 月 20 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第11条第７項の規定に基づき、本区教育
委員会教育長が報酬を得て事務従事することについて、教育委員会の許可を受ける必
要がある。
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第７期東京都いじめ問題対策委員会での墨田区教育委員会教育長 

の事務従事に係る許可について 

 

１ 理由 

  本区教育委員会教育長は、第７期東京都教育委員会いじめ問題対策委員会

（東京都主催）の委員として令和８年８月１日から令和１０年７月３１日ま

で委嘱されており、その間に年３回程度会議が開催される予定である。 

  委員として会議に出席するに当たり、本会議の支払基準に基づき報酬を得

て事務従事することから、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第

１１条第７項に基づき、教育委員会の許可を受ける必要がある。 

 

２ 従事内容等について 

（１）出席する会議名 

第７期東京都教育委員会いじめ問題対策委員会（東京都主催） 

（２）開催回数 

委嘱期間内に年３回程度開催予定 

（３）従事内容 

本会議に委員として出席予定 

（４）報酬額 

日額２４，３００円 

 

 

 

 

 

【参考：根拠条文】 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

第１１条 

７ 教育長は、教育委員会の許可を受けなければ、営利を目的とする私企業を営む

ことを目的とする会社その他の団体の役員その他人事委員会規則で定める地位を兼

ね、若しくは自ら営利を目的とする私企業を営み、又は報酬を得ていかなる事業若

しくは事務にも従事してはならない。    
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議案第４３号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　　　公益財団法人東京都学校給食会での墨田区教育委員会教育長の

　　　事務従事に係る許可について

　別紙のとおり許可する。

令 和 8 年 8 月 20 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第11条第７項の規定に基づき、本区教育
委員会教育長が報酬を得て事務従事することについて、教育委員会の許可を受ける必
要がある。
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公益財団法人東京都学校給食会での墨田区教育委員会教育長の 

事務従事に係る許可について 

 

１ 理由 

  本区教育委員会教育長は、公益財団法人東京都学校給食会の評議員として

令和８年６月２５日から令和９年度定時評議員会の終結の時まで委嘱されて

おり、その間に年２回程度会議が開催される予定である。 

  委員として会議に出席するに当たり、本会議の支払基準に基づき報酬を得

て事務従事することから、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第

１１条第７項に基づき、教育委員会の許可を受ける必要がある。 

 

２ 従事内容等について 

（１）出席する会議名 

（２）公益財団法人東京都学校給食会 

（３）開催回数 

委嘱期間内に年２回程度開催予定 

（４）従事内容 

本会議に評議員として出席予定 

（５）報酬額 

日額２０，０００円 

 

 

 

 

 

【参考：根拠条文】 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

第１１条 

７ 教育長は、教育委員会の許可を受けなければ、営利を目的とする私企業を営む

ことを目的とする会社その他の団体の役員その他人事委員会規則で定める地位を兼

ね、若しくは自ら営利を目的とする私企業を営み、又は報酬を得ていかなる事業若

しくは事務にも従事してはならない。    
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議案第４４号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　　　令和８年度東京都教員育成協議会での墨田区教育委員会教育長の

　　　事務従事に係る許可について

　別紙のとおり許可する。

令 和 8 年 8 月 20 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第11条第７項の規定に基づき、本区教育
委員会教育長が報酬を得て事務従事することについて、教育委員会の許可を受ける必
要がある。
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令和８年度東京都教員育成協議会での墨田区教育委員会 

教育長の事務従事に係る許可について 

 

１ 理由 

  本区教育委員会教育長は、令和８年度東京都教員育成協議会（東京都主

催）の委員として第１回開催日（９月１４日開催予定）から令和９年３月３

１日まで委嘱される予定であり、その間に年２回程度会議が開催される予定

である。 

  委員として会議に出席するに当たり、本会議の支払基準に基づき報酬を得

て事務従事することから、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第

１１条第７項に基づき、教育委員会の許可を受ける必要がある。 

 

２ 従事内容等について 

（１）出席する会議名 

令和８年度東京都教員育成協議会（東京都主催） 

（２）開催回数 

委嘱期間内に年２回程度開催予定 

（３）従事内容 

本会議に委員として出席予定 

（４）報酬額 

１時間当たり１２，２００円 

 

 

 

 

 

【参考：根拠条文】 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

第１１条 

７ 教育長は、教育委員会の許可を受けなければ、営利を目的とする私企業を営む

ことを目的とする会社その他の団体の役員その他人事委員会規則で定める地位を兼

ね、若しくは自ら営利を目的とする私企業を営み、又は報酬を得ていかなる事業若

しくは事務にも従事してはならない。    
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議案第４５号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　　　令和９年度特別支援学級用教科用図書採択について

　別紙のとおり採択する。

令 和 8 年 8 月 20 日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　学校教育法（昭和２２年法律第２６号）附則第９条及び学校教育法施行規則（昭和
２２年文部省令第１１号）第１３９条の規定により、墨田区立小・中学校特別支援学
級で使用する教科用図書を採択する必要がある。
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令和９年度特別支援学級用教科用図書採択について 

 

 

１ 採択の時期 

墨田区立小・中学校特別支援学級の教科用図書について、毎年当該教科用図書を使

用する前年度の８月 31日までに、墨田区教育委員会が採択する。 

 

２ 採択の原則 

特別の教育課程を編成し指導する特別支援学級においては、検定教科書又は文部科

学省著作教科書を使用することが原則であるが、教科により当該学年の検定教科書又

は文部科学省著作教科書を使用することが適当でない場合は、これらに替わる適切な

一般図書を使用することができる。 

 

（１）検定教科書を使用する場合 

墨田区立学校の通常の学級と同一の検定教科書を使用する。 

教科により当該学年用の検定教科書を使用することが適当でないときは、検定教

科書の学年を下げたもの（中学校では小学校用教科書も可）を使用する。 

 

（２）文部科学省の著作教科書を使用する場合 

教科により検定教科書を使用することが適当できないときは、特別支援学校用の

文部科学省著作教科書の中から使用する。 

当該学年用の文部科学省著作教科書を使用することが適当でないときは、文部科

学省著作教科書の学年を下げたもの（中学校では小学校用教科書も可）を使用する。 

 

（３）一般図書を使用する場合 

教科により検定教科書及び文部科学省著作教科書を使用することが適当でない

場合は、学校教育法附則第９条による教科書（以下「一般図書」という）を使用す

ることができる。 
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令和８年度 教育課題（特別課題） 執行計画書兼実績報告書                                                    No. １ 

課題№ １ 事業名 不登校防止対策の充実 主管課 指導室 

執行

計
画 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

            

進捗             

実
績 

            

※進捗 ○：順調、×：遅延、△：その他（ ） 

７月実績  
■校内スモールステップルームの運用 
・校内別室指導支援員による利用生徒の支援 

■校内別室学級の運用（設置校：桜堤中学校）  
・在籍人数合計 29名（内訳：１年生８名、２年生 11 名、３年生 10 名）  
■巡回教員の活用 （桜堤中学校以外の中学校９校） 

・巡回校への訪問・支援 
・巡回校の支援会議等への参加 
■スクールソーシャルワーカーの派遣  

・学校訪問及びケース対応 
■教育支援センター等との連携  
・教育支援センターとの連絡会（７月 27 日実施） 

・すみだバーチャルサポートルームの運用 
■現状の把握・分析 
・学校訪問時に現状を把握。※７月の人数は口頭で報告。 

進捗：〇 

■スクール

ソーシャル

ワーカーの

派遣 

■現状の把

握・分析 

■校内スモー

ルステップル

ームの運用 

■校内別室

学級の運用 

■教育支援

センター等

との連携 

■巡回教員

の活用 

■支援員

へのヒア

リング 

■連絡会

の実施 

■連絡会

の実施 

■連絡会

の実施 

■支援員

へのヒア

リング 

■支援員

へのヒア

リング 
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